
イ
ン
ド
洋
に
関
す
る

　
　
二
つ
の
国
際
会
議
に
つ
い
て

近
　
藤

治

　
　
　
　
　
二
）

　
昨
年
、
一
九
八
五
年
は
イ
ン
ド
洋
に
関
す
る
二
つ
の
国
際
会
議

に
参
加
す
る
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
た
。
一
つ
は
二
月
に
イ
ン
ド
の
ニ

ュ
ー
デ
リ
ー
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
洋
に
関
す
る
国
際
セ
ミ
ナ
ー
で

あ
り
、
も
う
一
つ
は
八
月
に
西
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト

で
開
か
れ
た
第
一
六
回
国
際
歴
史
学
会
議
の
「
イ
ン
ド
洋
」
部
会

で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
国
際
会
議
へ
の
参
加
報
告
を
簡
単
に
し

て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
（
二
）

　
イ
ン
ド
洋
に
関
す
る
国
際
セ
ミ
ナ
ｌ
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
　
Ｓ
ｅ
ｎ
ａ
ｉ
ｎ
ａ
ｒ

呂
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ａ
ｎ
０
２
自
は
二
月
二
〇
日
か
ら
二
三
日
ま
で
の
四

日
間
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
の
中
心
部
に
近
い
ネ
ル
ー
記
念
博
物
館
兼

図
書
館
で
開
催
さ
れ
た
。
私
は
八
月
の
国
際
歴
史
学
会
議
「
イ
ン

ド
洋
」
部
会
の
報
告
予
定
者
と
い
う
こ
と
で
招
待
を
受
け
、
共
催

団
体
の
一
つ
で
あ
る
国
連
大
学
か
ら
の
派
遣
と
い
う
形
で
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
他
の
共
催
団
体
は
イ
ン
ド
政
府
科
学
技

術
庁
、
同
海
洋
開
発
局
、
ネ
ル
ー
記
念
博
物
館
兼
図
書
館
、
ジ
ャ

ワ
ハ
ル
ラ
ル
ー
ネ
ル
ー
大
学
、
そ
れ
に
パ
リ
の
人
間
学
研
究
所
で

あ
る
。

　
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
に
到
着
し
た
の
は
二
月
一
六
日
の
未
明
。
空
港

に
は
追
手
門
学
院
大
学
の
卒
業
生
で
現
在
国
連
人
口
活
動
基
金
の

職
員
と
し
て
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
赴
任
中
の
西
村
元
延
君
と
、
外
務
省

に
出
向
し
て
日
本
大
使
館
に
赴
任
中
の
国
会
図
書
館
の
堀
本
武
功

さ
ん
と
が
出
迎
え
て
下
さ
っ
た
。
セ
ミ
ナ
ー
ま
で
に
は
少
し
日
数

の
余
裕
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
間
は
堀
本
さ
ん
の
紹
介
に
よ
る
ホ

テ
ル
で
報
告
文
の
手
入
れ
を
し
な
が
ら
準
備
に
没
頭
し
た
。
一
九

日
の
夜
、
東
京
外
国
語
大
学
の
水
島
司
さ
ん
が
ホ
テ
ル
に
尋
ね
て

こ
ら
れ
た
。
マ
ド
ラ
ス
に
滞
在
中
だ
が
、
所
用
で
デ
リ
ー
に
き
て

い
る
と
の
こ
と
。
水
島
さ
ん
に
は
一
九
八
三
年
の
夏
、
ロ
ン
ド
ン

の
旧
イ
ン
ド
省
図
書
資
料
館
で
お
世
話
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
セ
ミ
ナ
ー
の
第
一
日
は
二
月
二
〇
日
午
前
一
〇
時
か
ら
始
ま
？

だ
。
会
場
に
な
っ
た
建
物
は
ネ
ル
ー
が
首
相
時
代
に
使
用
し
て
い

た
テ
ー
ン
ー
ム
ル
テ
ィ
ー
・
ハ
ウ
ス
で
、
現
在
は
彼
を
記
念
し
た
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博
物
館
兼
図
書
館
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
木
立
と
芝
生
と
草

花
か
ら
な
る
広
大
な
庭
園
に
は
孔
雀
の
群
が
遊
ん
で
お
り
、
都
心

と
は
思
え
ぬ
閑
静
さ
で
あ
る
。
建
物
の
人
口
で
い
き
な
り
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
大
学
の
ニ
ー
ル
ス
ー
ス
テ
ン
ス
ガ
ー
ド
氏
と
鉢
合
せ
と

な
り
、
お
互
い
に
自
己
紹
介
。
著
書
や
論
文
を
通
し
て
彼
の
名
前

は
よ
く
知
っ
て
い
た
が
、
対
面
す
る
の
は
は
じ
め
て
だ
っ
た
。
彼

ら
セ
ミ
ナ
ー
の
行
わ
れ
る
部
屋
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
一
緒

に
探
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
図
書
館
部
の
上
に
当
る
二
階
の
一
角

に
あ
っ
た
。

　
受
付
で
登
録
を
す
ま
せ
、
各
参
加
者
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
予

定
表
、
参
加
者
名
簿
、
タ
イ
プ
刷
の
各
報
告
論
文
、
レ
ジ
ュ
メ
集
、

そ
れ
に
筆
記
用
具
一
式
の
入
っ
た
特
別
製
の
手
下
げ
か
ば
ん
を
手

渡
さ
れ
た
。
国
連
大
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ
フ
ィ
サ
ー
の
内
田
孟
男
氏

が
共
催
団
体
の
代
表
と
し
て
す
で
に
来
ら
れ
て
い
た
。
し
ば
ら
く

し
て
セ
ミ
ナ
ー
の
召
集
者
で
あ
り
、
か
つ
全
体
の
幹
事
役
を
つ
と

め
る
サ
テ
ィ
シ
ュ
ー
チ
ャ
ン
ド
ラ
氏
が
夫
妻
で
現
れ
た
。
チ
ャ
ン

ド
ラ
氏
は
ジ
ャ
ハ
ル
ラ
ル
ー
ネ
ル
ー
大
学
の
教
授
で
、
国
際
歴
史

学
会
議
の
理
事
の
一
人
で
も
あ
る
。
彼
の
名
前
は
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
i
e
ｓ
　
ａ
乱

Ｐ
ｏ
ｌ
ｉ
ｔ
i
c
ｓ
　
ａ
ｔ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｍ
ｕ
ｇ
ｈ
巴
ｏ
呂
ユ
（
さ
呂
）
の
著
者
と
し
て
つ

と
に
有
名
で
あ
り
、
ま
た
彼
と
は
国
際
歴
史
学
会
議
の
「
イ
ン
ド

洋
」
部
会
に
関
し
て
書
翰
の
交
換
を
何
度
か
行
な
っ
て
い
た
が
、

直
接
会
っ
て
挨
拶
を
交
わ
す
の
は
今
回
が
は
じ
め
て
で
あ
っ
た
。

そ
の
う
ち
に
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
来
場
し
て
賑
か
に

な
っ
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
の
行
わ
れ
た
部
屋
は
、
中
央
部
に
四
、
五
〇
名
が
ゆ

っ
た
り
と
円
形
に
坐
れ
る
テ
ー
ブ
ル
が
用
意
し
て
あ
り
、
そ
の
周

辺
の
壁
際
に
も
多
く
の
座
席
が
設
け
て
あ
っ
た
。
報
告
予
定
者
た

ち
は
円
形
テ
ー
ブ
ル
の
名
札
が
置
か
れ
た
と
こ
ろ
に
着
席
す
る
訳
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で
あ
る
。
参
加
者
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
登
録
者
は
四
六
名
。
こ
の

ほ
か
に
、
参
加
者
名
簿
に
記
載
の
な
い
人
々
の
参
加
も
あ
っ
て
、

セ
ミ
ナ
ー
開
催
期
間
中
の
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
参
加
人
数
は
一
定
し

て
い
な
か
っ
た
。

　
午
前
一
〇
時
三
〇
分
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
氏
が
開
会
の
挨
拶
。
つ
づ

い
て
現
駐
ソ
大
使
の
ヌ
ー
ル
ル
ー
ハ
サ
ン
氏
の
歓
迎
挨
拶
が
あ
っ

た
。
ヌ
ー
ル
ル
ー
ハ
サ
ン
氏
は
ア
リ
ー
ガ
ル
大
学
史
学
科
主
任
教

授
と
し
て
在
任
中
、
時
の
イ
ン
デ
ィ
ラ
ー
ガ
ン
デ
ィ
ー
首
相
に
抜

擢
さ
れ
て
文
部
大
臣
に
な
っ
た
人
で
あ
り
、
ム
ガ
ル
朝
史
の
研
究

に
お
い
て
も
著
名
な
学
者
で
あ
る
。
彼
の
挨
拶
の
終
っ
た
と
こ
ろ

で
お
茶
が
用
意
さ
れ
、
つ
づ
い
て
最
初
の
セ
。
シ
ョ
ン
に
入
っ
た
。

こ
の
第
一
セ
。
シ
ョ
ン
は
「
環
境
と
文
明
」
と
い
う
共
通
テ
ー
マ

の
も
と
に
、
ム
ー
ニ
ス
ー
ラ
ザ
（
Ｊ
・
ネ
ー
ル
大
）
　
「
イ
ン
ド
洋

－
－
地
理
学
的
展
望
」
、
Ｂ
・
ア
ル
ナ
チ
ャ
ラ
ム
（
ボ
ン
ベ
イ
大
）

　
「
イ
ン
ド
洋
航
海
に
お
け
る
港
泊
発
見
術
－
伝
統
と
そ
の
海
図

へ
の
応
用
」
、
Ｇ
・
Ｓ
・
シ
申
ル
マ
（
デ
リ
ー
大
学
）
　
「
北
イ
ン

ド
洋
に
お
け
る
モ
ン
ス
ー
ン
、
潮
流
、
資
源
」
の
三
報
告
が
行
わ

れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
報
告
は
約
三
〇
分
で
、
報
告
毎
に
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
る
と
い
う
形
式
が
と
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
三
報
告
は
い
ず

れ
も
自
然
科
学
と
関
係
の
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ラ
ザ
氏
は
イ
ン

ド
洋
の
特
徴
と
し
て
、
剛
文
明
化
し
た
大
洋
湖
、
閣
熱
帯
に
位
置

す
る
大
洋
、
③
モ
ン
ス
ー
ン
、
倒
か
つ
て
の
植
民
地
世
界
の
大
洋

と
い
う
四
点
を
指
摘
し
、
こ
の
世
界
第
三
位
の
大
洋
が
沿
岸
の
人

々
を
分
断
し
て
い
た
こ
と
よ
り
も
結
合
し
て
い
た
点
に
注
目
す
べ

き
こ
と
を
強
調
し
た
。
ア
ル
ナ
チ
ャ
ラ
ム
氏
は
、
自
ら
イ
ン
ド
半

島
中
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
港
を
踏
査
し
た
経
験
を
ふ
ま
え
て
、

古
来
の
人
々
が
風
、
太
陽
、
そ
れ
に
星
を
利
用
し
な
が
ら
航
路
を

確
認
し
、
間
違
い
な
く
目
的
の
港
に
航
海
し
て
い
た
伝
統
的
技
術

を
地
図
を
示
し
な
が
ら
紹
介
し
た
。
ま
た
シ
ャ
ル
マ
氏
は
イ
ン
ド

洋
上
の
三
つ
の
海
流
の
存
在
を
紹
介
し
、
ベ
ン
ガ
ル
地
方
か
ら
東

南
ア
ジ
ア
へ
の
航
行
は
比
較
的
容
易
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
逆
は
容

易
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
・
た
。

　
昼
食
は
裏
庭
に
テ
ン
ト
を
は
っ
た
と
こ
ろ
で
、
参
加
者
全
員
が

園
遊
会
形
式
の
食
事
を
と
っ
た
。
な
か
な
か
の
御
馳
走
で
あ
る
。

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
は
、
こ
う
し
て
食
事
時
を
含
め
夕
方
ま
で
連
日

カ
ン
詰
め
状
態
の
も
と
に
お
か
れ
た
。

　
午
後
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
イ
ン
ド
洋
沿
岸
諸
地
域
の
文
化
と
そ
の

相
互
関
係
に
つ
い
て
、
Ａ
・
Ｂ
ニ
フ
ピ
ア
ン
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

　
「
イ
ン
ド
洋
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
史
」
。
ハ
ル
プ
ラ
サ
ド
ー
ラ
イ
（
Ｊ
・

ネ
ル
ー
大
）
　
「
一
五
世
紀
に
お
け
る
イ
ン
ド
洋
上
の
中
国
人
」
、

ジ
ャ
ウ
ェ
ー
ド
ー
ア
シ
ュ
ラ
フ
（
Ｊ
・
ネ
ル
ー
大
）
　
「
イ
ン
ド
洋

横
断
航
海
を
物
語
る
植
生
上
の
諸
事
実
」
の
三
報
告
を
も
と
に
し
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て
議
論
し
た
。
い
ず
れ
も
面
白
い
報
告
で
、
た
と
え
ば
ア
シ
ュ
ラ

フ
氏
の
報
告
で
は
ト
マ
ト
が
一
七
世
紀
以
後
に
な
っ
て
イ
ン
ド
で

も
商
品
作
物
と
し
て
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
事
実
を
紹
介
し

て
い
た
。
ラ
イ
氏
の
報
告
で
は
、
中
国
で
「
西
洋
」
と
い
え
ば
一

五
世
紀
ま
で
は
そ
れ
が
イ
ン
ド
と
西
ア
ジ
ア
諸
国
を
指
し
て
い
た

点
を
こ
と
新
し
げ
に
紹
介
し
て
い
た
が
、
こ
こ
で
黙
っ
て
い
て
は

日
本
で
東
洋
史
学
を
学
ん
だ
者
の
恥
と
ば
か
り
に
、
私
は
宮
崎
市

定
先
生
の
有
名
な
論
文
「
南
洋
を
東
西
洋
に
分
つ
根
拠
に
就
い
て
」

を
思
い
出
し
な
が
ら
、
中
国
で
は
古
く
か
ら
泉
州
な
い
し
広
東
を

基
軸
に
し
て
南
海
を
東
西
両
洋
に
区
分
す
る
考
え
方
の
あ
っ
た
こ

と
を
指
摘
し
た
。
報
告
者
自
身
も
私
の
指
摘
で
疑
問
が
解
け
た
よ

う
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
午
後
の
セ
。
シ
ョ
ン
が
終
っ
た
の
は

夕
方
の
六
時
ご
ろ
で
あ
っ
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
二
日
目
の
二
一
日
、
午
前
中
は
「
一
五
世
紀
末
に
至

る
貿
易
形
態
」
と
い
う
共
通
テ
ー
マ
で
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
ー
ヴ
ァ
ー

リ
ン
デ
ン
（
ベ
ル
ギ
ー
）
　
「
イ
ン
ド
洋
－
古
代
と
中
世
」
、
Ｌ
・

グ
ナ
ワ
ル
ダ
ナ
（
ス
リ
ラ
ン
カ
）
　
フ
ソ
エ
レ
デ
ィ
バ
ヘ
の
海
路
」
、

ロ
ー
テ
ィ
カ
ー
ヴ
ァ
ラ
ー
ダ
ラ
ジ
ャ
ン
「
東
南
ア
ジ
ア
貿
易
へ
の
イ

ン
ド
人
の
参
加
」
の
三
報
告
が
行
わ
れ
た
。
私
は
風
邪
気
味
が
つ

づ
い
て
お
り
、
し
か
も
午
後
に
は
自
分
の
報
告
も
当
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
、
慎
重
を
と
っ
て
こ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
休
ん
だ
。

　
二
一
日
午
後
の
セ
。
シ
ョ
ン
は
「
貿
易
形
態
－
一
五
〇
〇
一

一
八
〇
〇
年
」
の
共
通
テ
ー
マ
の
も
と
に
、
ニ
ー
ル
ス
ー
ス
テ
ン

ス
ガ
ー
ド
（
デ
ン
マ
ー
ク
）
　
「
イ
ン
ド
洋
上
の
ネ
。
ト
ワ
ー
ク
と

新
生
世
界
経
済
」
、
近
藤
治
（
日
本
）
　
「
ム
ガ
ル
帝
国
期
の
日
本

と
イ
ン
ド
洋
」
、
Ａ
・
ダ
ス
グ
プ
タ
「
一
五
〇
〇
１
一
八
〇
〇
年

の
イ
ン
ド
洋
史
に
向
け
て
」
、
Ｋ
・
Ｗ
・
グ
ネ
ワ
ル
デ
ナ
（
ス
リ
ラ

ン
カ
）
　
コ
七
世
紀
中
葉
か
ら
一
八
世
紀
中
葉
に
お
け
る
ス
リ
ラ

ン
カ
・
南
コ
ロ
マ
ン
デ
ル
地
方
間
貿
易
の
諸
相
」
、
Ｋ
・
Ｓ
・
マ

シ
ュ
ー
（
バ
ロ
ー
ダ
大
）
　
「
一
六
世
紀
、
一
七
世
紀
初
に
お
け
る

イ
ン
ド
洋
上
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
」
の
五
つ
の
報
告
が
コ
ー
ヒ
ー
・

ブ
レ
イ
ク
を
は
さ
ん
で
な
さ
れ
た
。

　
こ
の
セ
ア
ソ
ヨ
ン
の
報
告
は
い
ず
れ
も
ム
ガ
ル
帝
国
期
の
イ
ン

ド
洋
上
の
貿
易
に
関
す
る
も
の
で
、
私
と
し
て
は
大
変
参
考
に
な

っ
た
。
ス
テ
ン
ス
ガ
ー
ド
氏
は
モ
ン
ス
ー
ン
が
海
上
の
頻
繁
な
往
来

を
却
っ
て
阻
害
し
、
海
上
帝
国
の
建
設
を
む
し
ろ
困
難
に
し
た
と

の
持
論
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
私
貿
易
の
研
究
と
地
金
貿
易
の
研

究
の
重
要
性
と
を
指
摘
し
た
。
私
の
報
告
は
鎖
国
前
お
よ
び
鎖
国

中
も
東
南
ア
ジ
ア
を
介
し
て
日
本
と
イ
ン
ド
と
の
経
済
関
係
が
意

外
に
深
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
ダ
ス
グ
プ
タ
氏

か
ら
倭
冦
研
究
の
状
況
と
長
崎
に
イ
ン
ド
商
人
が
来
航
し
て
い
た

か
ど
う
か
に
つ
い
て
質
問
を
受
け
た
。
一
六
世
紀
以
前
の
日
本
・
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東
ア
ジ
ア
と
イ
ン
ド
洋
を
結
ぶ
海
路
に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ
た
。

ダ
ス
グ
プ
タ
氏
の
報
告
は
一
五
世
紀
以
降
段
階
を
追
っ
て
イ
ン
ド

洋
交
易
史
の
特
色
を
概
観
し
た
も
の
で
、
一
七
世
紀
、
と
り
わ
け

そ
の
後
半
が
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
人
船
主
の
隆
盛
と
い
う
点
か
ら
い

っ
て
も
重
要
で
あ
る
と
し
、
さ
ら
に
一
八
世
紀
に
な
っ
て
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
船
と
ア
ジ
ア
船
と
の
協
調
が
崩
れ
て
い
く
過
程
に
つ
い
て
も

触
れ
た
。
グ
ネ
ワ
ル
デ
ネ
氏
の
報
告
は
北
イ
ン
ド
の
バ
ニ
ア
商
人

に
相
当
す
る
南
イ
ン
ド
の
チ
ェ
ッ
テ
ィ
商
人
の
活
動
に
特
に
注
目

し
た
も
の
で
あ
り
、
マ
シ
ュ
ー
氏
の
報
告
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
イ

ン
ド
洋
上
の
航
行
船
に
課
し
た
通
行
許
可
証
（
カ
ル
タ
ス
）
の
制

度
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
し
た
。

　
夜
に
は
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
全
員
が
イ
ン
ド
の
副
大
統
領
官
邸
に

招
待
さ
れ
、
Ｒ
・
ヴ
ェ
ン
カ
タ
ラ
ー
マ
ン
副
大
統
領
の
歓
迎
挨
拶

を
受
け
た
あ
と
、
庭
園
に
設
け
ら
れ
た
茶
席
で
歓
談
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
上
二
日
目
の
二
二
目
午
前
中
は
、
「
航
行
、
海
運
、
海

図
等
の
技
術
」
と
「
沿
岸
諸
国
の
人
々
の
移
住
と
入
植
」
と
題
し

た
前
後
二
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
分
け
ら
れ
、
前
者
で
は
ビ
ー
タ
ー
・

リ
ー
ヴ
ス
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
　
「
工
学
と
帝
国
－
イ
ン
ド
洋

の
近
代
海
港
の
建
設
」
、
Ｊ
・
コ
レ
イ
ア
ー
ア
フ
ォ
ン
ソ
（
ボ
ン

ベ
イ
大
）
　
「
西
イ
ン
ド
海
岸
に
関
す
る
初
期
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
製

図
」
、
Ｓ
・
バ
ッ
タ
チ
ャ
ー
リ
ヤ
（
Ｊ
・
ネ
ル
ー
大
）
　
「
一
九
世

紀
初
期
カ
ル
カ
ッ
タ
港
に
お
け
る
海
運
業
へ
の
イ
ン
ド
人
の
参
入
」

の
三
報
告
、
後
者
で
は
ア
ニ
ル
ダ
ー
グ
プ
タ
（
Ｊ
・
ネ
ル
ー
大
）

　
「
奴
隷
貿
易
の
抑
制
と
イ
ン
ド
洋
上
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
帝
国

主
義
的
戦
略
（
一
八
一
五
一
一
八
七
〇
）
」
、
Ｄ
・
Ｈ
・
Ａ
・
ゴ

ル
フ
（
オ
ラ
ン
ダ
）
　
「
イ
ン
ド
洋
諸
国
家
を
一
八
〇
〇
年
で
分
つ

三
つ
の
特
徴
に
つ
い
て
」
の
二
報
告
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
。
こ

の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
各
参
加
者
が
交
代
で
議
長
役
を
果
す
こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
私
は
こ
の
う
ち
後
半
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
議
長
を
務
め

た
。
国
際
会
議
で
の
議
長
役
は
は
じ
め
て
の
経
験
で
あ
っ
た
が
、

無
事
果
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
午
前
中
の
報
告
は
、
コ
レ
イ
ア
ー

ア
フ
ォ
ン
ソ
氏
の
報
告
を
除
き
近
代
史
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

ゴ
ル
フ
氏
は
も
と
も
と
ム
ガ
ル
朝
史
の
研
究
家
で
あ
る
が
、
今
回

は
近
代
史
と
の
接
点
を
も
つ
報
告
を
さ
れ
、
多
く
の
議
論
を
呼
ん

だ
。
タ
フ
タ
氏
の
報
告
も
ア
フ
リ
カ
の
奴
隷
貿
易
と
イ
ン
ド
人
の

モ
ー
リ
シ
ャ
ス
ヘ
の
年
季
奉
行
人
制
度
に
つ
い
て
述
べ
た
実
証
性

の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
午
前
中
の
報
告
が
盛
沢
山
で
時
間
を
予
定
以
上
に
と
っ
た
の
で
、

午
後
は
二
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
一
つ
に
合
し
て
、
イ
マ
ニ
ュ
エ
ル
ー

ウ
ォ
土
フ
ー
ス
テ
ィ
ン
（
ア
メ
リ
カ
）
　
「
イ
ン
ド
亜
大
陸
の
資
本

主
義
経
済
へ
の
包
摂
」
、
Ｇ
・
Ｌ
・
ボ
ン
ダ
ロ
フ
ス
牛
Ｉ
（
ソ
連
）

　
「
ペ
ル
シ
ア
湾
の
イ
ギ
リ
ス
湖
へ
の
転
換
－
一
九
Ｉ
二
〇
世
紀
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イ
ン
ド
洋
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
支
配
の
不
可
欠
部
分
と
し
て
」
、

お
よ
び
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
ー
ア
リ
ー
カ
ン
（
オ
ス
マ
ニ
ア
大
）
　
「
一

九
世
紀
お
よ
び
二
〇
世
紀
初
期
イ
ン
ド
洋
地
帯
に
お
け
る
帝
国
主

義
－
東
ア
フ
リ
カ
の
場
合
」
の
三
報
告
と
討
論
に
あ
て
ら
れ
た
。

米
ソ
の
報
告
者
が
並
ん
で
報
告
す
る
の
で
、
巨
頭
会
談
だ
な
ど
と

冗
談
が
出
る
な
か
で
は
じ
め
ら
れ
た
ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
氏
の

報
告
は
、
タ
イ
プ
刷
六
〇
頁
を
超
え
る
長
大
ペ
ー
パ
ー
を
息
長
の

文
章
で
要
約
し
な
が
ら
、
早
瀬
の
如
き
流
麗
な
ロ
調
で
な
さ
れ
て

い
き
、
聞
く
者
を
圧
倒
す
る
よ
う
な
量
感
を
感
じ
さ
せ
た
。
イ
ン

ド
史
に
関
す
る
彼
の
論
文
は
こ
れ
が
最
初
の
も
の
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
従
来
の
研
究
史
を
相
当
刻
明
に
あ
と
づ
け
た
う
え
で
、

彼
の
資
本
主
義
世
界
シ
ス
テ
ム
論
に
取
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
見

事
で
あ
っ
た
。
彼
の
報
告
を
め
ぐ
る
議
論
は
活
発
で
あ
っ
た
。
彼

は
イ
ン
ド
人
研
究
者
の
主
張
に
は
慎
重
に
耳
を
傾
け
、
例
え
ば
資

本
主
義
世
界
経
済
へ
の
イ
ン
ド
の
包
摂
過
程
を
彼
が
一
七
〇
〇
年

か
ら
の
一
世
紀
間
と
し
た
の
に
対
し
て
、
チ
ャ
ン
ド
ラ
氏
が
む
し

ろ
一
七
五
〇
年
か
ら
の
Ｉ
世
紀
間
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
指
摘

し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
場
で
こ
れ
を
受
入
れ
て
い
た
。
ボ
ン
ダ
ロ
フ

ス
ヰ
ー
氏
と
ア
リ
ー
カ
ン
女
史
の
報
告
は
と
も
に
帝
国
主
義
段
階

に
お
け
る
イ
ン
ド
洋
西
部
へ
の
列
強
支
配
の
展
開
と
矛
盾
を
述
べ

た
も
の
で
あ
る
。

　
セ
ミ
ナ
ー
最
終
日
に
当
る
四
日
目
の
二
三
日
は
、
「
ア
ジ
ア
の

再
生
と
開
発
戦
略
」
と
い
う
極
め
て
現
代
的
な
課
題
を
大
テ
ー
マ

に
掲
げ
て
、
二
つ
の
セ
。
シ
ョ
ン
が
開
か
れ
た
。
一
つ
は
「
イ
ン

ド
洋
の
資
源
と
沿
岸
諸
国
の
開
発
戦
略
に
お
け
る
そ
の
役
割
」
と

い
う
テ
ー
マ
の
も
と
に
、
ザ
フ
ー
ル
ー
カ
ー
シ
ム
（
海
洋
開
発
局
）

　
「
イ
ン
ド
洋
の
資
源
と
沿
岸
諸
国
の
協
力
」
、
ｙ
・
ア
ス
タ
ナ
（
Ｊ
・

ネ
ル
ー
大
学
）
　
「
南
極
大
陸
の
潜
在
的
鉱
物
資
源
」
の
二
報
告
が

行
わ
れ
た
。
カ
ー
シ
ム
氏
の
報
告
で
イ
ン
ド
洋
沿
岸
諸
国
が
実
に

四
三
力
国
も
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。
も
う
一
つ
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
「
イ
ン
ド
洋
平
和
地
帯
化
の
課
題
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も

と
に
、
Ｍ
・
ズ
ベ
ー
リ
（
Ｊ
・
ネ
ル
ー
大
）
　
「
全
世
界
に
広
が
る

電
子
戦
場
」
、
ラ
シ
ー
ド
ゥ
こ
ア
イ
ー
ン
ー
カ
ン
（
Ｊ
・
ネ
ル
ー

大
）
　
「
イ
ン
ド
洋
平
和
地
帯
化
に
関
す
る
覚
書
」
の
二
報
告
が
行

わ
れ
、
討
議
さ
れ
た
。

　
二
三
日
の
午
後
は
、
国
連
大
学
の
研
究
機
関
の
一
つ
と
し
て
イ

ン
ド
洋
に
関
す
る
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
立
す
る
構
想
に
つ
い
て
、

内
田
氏
が
説
明
を
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
あ
と
意
見
交
換
も
な

さ
れ
た
。
国
連
大
学
の
イ
ン
ド
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
が
そ
の
誘
致
に
積
極
的
で
あ
り
、
同
国
に

設
立
さ
れ
る
公
算
が
高
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
こ
の
あ
と
、
夏
の
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
の
国
際
歴
史
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学
会
議
に
お
け
る
「
イ
ン
ド
洋
」
部
会
の
も
ち
方
に
つ
い
て
、
チ

ャ
ン
ド
ラ
、
ヴ
ァ
ー
リ
ン
デ
ン
、
ス
テ
ン
ス
ガ
ー
ド
、
バ
ッ
タ
チ

ャ
ー
リ
ヤ
、
そ
れ
に
私
の
五
人
が
会
場
に
残
り
、
打
合
せ
を
し
た
。

こ
の
と
き
の
話
合
い
に
よ
る
と
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
で
の
各

報
告
者
の
持
時
間
は
か
な
り
制
限
さ
れ
そ
う
で
あ
っ
た
。

　
以
上
が
四
日
間
に
わ
た
る
セ
ミ
ナ
ー
の
概
要
で
あ
る
。
最
後
の

日
は
午
後
四
時
半
に
終
了
し
た
が
、
は
じ
め
の
三
日
間
は
連
日
午

前
一
〇
時
か
ら
夕
方
六
時
に
至
る
強
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
っ
た
。

し
か
し
昼
食
や
コ
ー
ヒ
ー
・
ブ
レ
イ
ク
の
と
き
は
と
て
も
楽
し
く
、

参
加
者
間
の
親
交
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
特
別
の
時
間

を
設
け
て
、
セ
ミ
ナ
ー
の
行
わ
れ
た
ネ
ル
ー
記
念
博
物
館
兼
図
書

館
を
見
学
す
る
機
会
も
用
意
さ
れ
、
首
相
在
任
中
の
ネ
ル
ー
の
居

室
や
数
々
の
遺
品
を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
二
日
目
か
ら
参

加
し
た
ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
氏
と
も
話
合
う
機
会
か
お
り
、
翻

訳
を
通
し
て
氏
が
現
在
の
日
本
で
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
歴
史

家
の
一
人
で
あ
る
と
持
ち
上
げ
て
お
い
た
。
彼
は
当
時
ま
だ
来
日

経
験
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
日
本
語
に
は
大
い
に
関

心
を
持
っ
て
い
る
と
話
し
て
い
た
。
ま
た
セ
ミ
ナ
ー
で
報
告
は
し

な
か
っ
た
が
会
場
に
来
て
い
た
古
代
史
家
の
ロ
ミ
ラ
・
タ
ー
パ
ル

女
史
や
、
ム
ガ
ル
朝
史
家
の
Ｂ
・
Ｒ
・
グ
ロ
ー
ヴ
ァ
ー
氏
、
ベ
ン

ガ
ル
近
世
史
の
ス
シ
ル
ー
チ
ョ
ウ
ド
リ
氏
だ
ち
と
も
話
合
う
機
会

が
あ
っ
た
。

　
二
月
二
四
日
は
堀
本
さ
ん
の
車
で
ジ
ャ
ワ
ハ
ル
ラ
ル
ー
ネ
ル
ー

大
学
の
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
を
案
内
し
て
も
ら
っ
た
り
、
市
内
に

出
た
り
で
一
日
休
息
。
夕
食
は
西
村
君
の
家
で
御
馳
走
に
な
っ
た
。

そ
し
て
こ
の
日
の
夜
半
過
ぎ
、
つ
ま
り
二
五
日
未
明
に
ニ
ュ
ー
デ

リ
ー
を
後
に
し
て
帰
国
の
途
に
つ
い
た
の
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
慌

し
い
学
会
参
加
旅
行
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
、
堀
本
さ
ん
に
は
ニ
ュ

ー
デ
リ
ー
滞
在
中
の
は
じ
め
か
ら
終
り
ま
で
随
分
お
世
話
に
な
っ

た
。

　
　
　
　
　
（
三
）

　
第
一
六
回
国
際
歴
史
学
会
議
は
一
九
八
五
年
八
月
二
五
日
か
ら

九
月
一
日
ま
で
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
バ
ー
デ
ン
ー
ヴ
ュ
ル
デ
ン

ベ
ル
ク
州
の
州
都
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
会
議
に
、
私
は
国
際
歴
史
学
会
議
日
本
国
内
委
員
会
か
ら
の

推
薦
を
受
け
て
報
告
者
の
一
人
と
し
て
参
加
す
る
機
会
を
与
え
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
五
年
に
一
度
開
か
れ
る
国
際
歴
史
学
会
議
に
私

か
参
加
す
る
の
は
今
回
が
は
じ
め
て
で
あ
っ
た
。
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト

ガ
ル
ト
空
港
に
降
り
立
つ
だ
の
は
八
月
二
四
日
の
昼
前
。
晩
夏
の

こ
の
町
に
は
す
で
に
日
本
の
初
秋
の
気
配
が
漂
っ
て
い
た
。
旅
行

社
の
手
配
し
て
く
れ
た
車
で
市
内
に
入
り
、
昼
食
。
つ
い
で
会
議
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の
主
会
場
と
な
る
り
Ｉ
ダ
ー
ハ
レ
に
行
き
、
参
加
者
の
現
地
登
録

を
済
ま
せ
、
そ
の
あ
と
簡
単
な
市
内
見
学
も
行
な
っ
た
。

　
大
会
初
日
の
二
五
日
、
開
会
式
が
午
前
一
〇
時
か
ら
り
Ｉ
ダ
ー

ハ
レ
の
な
か
の
最
も
大
き
な
ホ
ー
ル
で
あ
る
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
ザ

ー
ル
で
催
さ
れ
た
。
私
た
ち
は
定
刻
前
に
着
い
た
が
、
広
い
会
場

は
見
る
間
に
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
歴
史
家
同
盟
会
長
、

バ
ー
デ
ン
ー
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
首
相
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル

ト
市
長
、
そ
れ
に
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
大
統
領
と
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と

歓
迎
挨
拶
が
っ
づ
い
た
あ
と
、
ギ
ェ
イ
シ
ュ
ト
ル
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
）

国
際
歴
史
学
会
議
議
長
の
開
会
挨
拶
と
ア
ー
ル
ワ
イ
ラ
ー
（
フ
ラ

ン
ス
）
同
事
務
総
長
の
会
務
報
告
が
行
わ
れ
、
最
後
に
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
大
学
の
Ｇ
・
Ａ
・
リ
ッ
タ
ー
教
授
の
「
社
会
福
祉
国
家
の
起
源

と
特
質
」
と
題
し
た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
間
、
二
度
に

わ
た
っ
て
シ
ュ
ト
ゥ
ｙ

ま
こ
と
に
運
営
の
行
き
届
い
た
開
会
式
で
あ
っ
た
。
英
語
、
　
フ
｝
フ

ン
ス
語
、
ド
イ
ツ
語
を
自
由
に
操
り
な
が
ら
な
さ
れ
た
議
長
挨
拶

と
、
専
ら
フ
ラ
ン
ス
語
一
本
で
通
し
た
事
務
総
長
挨
拶
は
別
と
し

て
、
開
催
国
と
い
う
こ
と
か
ら
し
て
ド
イ
ツ
語
が
主
と
し
て
使
用

さ
れ
た
開
会
式
と
な
っ
た
こ
と
は
止
か
を
え
な
い
と
し
て
も
、
私

に
と
っ
て
は
甚
だ
苦
痛
で
あ
り
、
記
念
講
演
の
途
中
で
つ
い
に
席

を
離
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
国
際
歴
史
学
会
議
が
一
九
〇
〇
年
パ
リ
で
発
足
し
て
以
来
、
一

貫
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
の
国
際
会
議
と
な
っ
て
き
た
こ
と
は
、

従
来
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
確
か
に
開
会
式
を

見
る
と
、
そ
の
参
加
者
は
欧
米
人
が
圧
倒
的
な
数
を
占
め
て
い
る
。

参
加
登
録
者
総
数
二
〇
〇
〇
余
名
の
う
ち
、
日
本
か
ら
Ｉ
〇
〇
名
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近
く
が
参
加
し
た
ら
し
い
が
、
こ
れ
は
ア
ジ
ア
か
ら
の
参
加
者
と

し
て
は
例
外
的
に
多
い
よ
う
だ
。
思
う
に
ヨ
ー
ロ
″
パ
人
が
「
国

際
」
と
い
う
場
合
、
そ
れ
は
何
よ
り
も
ま
ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
の
国

々
の
境
界
を
越
え
る
意
味
で
の
「
国
際
」
で
あ
り
、
し
か
る
後
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
の
国
々
と
の
関
係
を
意
味
す
る
「
国
際
」
が
意
識

さ
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
彼
ら
の
「
国
際
」
意
識
は
二
重
構
造
化

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
開
会
式
に
出
席
し
て
い
な
が
ら
、
そ

ん
な
こ
と
を
考
え
た
。

　
第
一
日
の
午
後
か
ら
「
マ
。
ク
ス
ー
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
歴
史
学
方

法
論
」
と
題
し
た
方
法
論
部
会
が
始
ま
っ
た
が
、
私
に
は
翌
日
の

報
告
が
ひ
か
え
て
い
る
た
め
、
ホ
テ
ル
に
帰
っ
て
休
息
し
た
。
そ

し
て
夕
方
再
び
外
出
し
、
市
街
中
心
部
に
位
置
す
る
新
宮
殿
（
ノ

イ
エ
ス
ー
シ
ュ
ロ
ス
）
で
午
後
八
時
か
ら
行
わ
れ
た
州
首
相
と
市

長
の
歓
迎
晩
餐
会
に
出
席
し
た
。
こ
の
方
も
会
場
に
入
り
き
れ
な

い
人
々
が
で
る
ほ
ど
の
盛
況
で
あ
っ
た
。

　
大
会
二
日
目
の
二
六
日
は
「
イ
ン
ド
洋
」
部
会
が
開
催
さ
れ
た

日
で
あ
っ
た
。
今
回
の
国
際
歴
史
学
会
議
で
は
大
テ
ー
マ
が
三
つ

用
意
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
つ
と
し
て
「
イ
ン
ド
洋
」
が
設
け
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
部
会
の
会
場
は
り
Ｉ
ダ
ー
ハ
レ
の
中
で
二
番
目

に
大
き
な
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
ザ
ー
ル
。
こ
こ
で
午
前
九
時
過
ぎ
か
ら

夕
刻
七
時
ま
で
、
途
中
午
後
一
時
上
二
時
の
昼
食
休
憩
を
除
い
て
、

終
日
挙
行
さ
れ
た
。
こ
の
部
会
に
つ
い
て
は
、
別
稿
（
『
歴
史
学

研
究
』
五
五
五
号
、
一
九
八
六
年
六
月
、
所
収
の
参
加
記
）
で
か

な
り
詳
し
く
紹
介
し
て
お
い
た
の
で
、
こ
こ
で
は
再
述
し
な
い
こ

と
に
す
る
。
た
だ
こ
の
部
会
の
全
体
状
況
を
伝
え
る
た
め
に
、
現

地
登
録
の
際
に
手
に
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
お
よ
び
報
告
論
文
（
レ
ジ

　
ュ
メ
）
集
に
よ
っ
て
、
報
告
者
と
そ
の
論
題
を
そ
の
ま
ま
こ
こ
に

紹
介
し
て
お
こ
う
。
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た
だ
し
バ
ッ
タ
チ
ャ
ー
リ
ヤ
氏
が
欠
席
し
た
の
で
、
そ
の
報
告
論

文
を
グ
ナ
ワ
ル
ダ
ナ
氏
が
代
っ
て
紹
介
し
、
併
せ
て
彼
自
身
の
ペ

ー
パ
ー
"
'
Ｓ
ｅ
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も
報
告
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
上
の
記
載
と
は
違
っ
て
、
私
の
報
告
は
最
後
か
ら

三
番
目
だ
っ
た
。
約
三
〇
分
の
持
ち
時
間
を
使
っ
て
、
私
は
自
分

の
用
意
し
て
き
た
ペ
ー
パ
ー
の
要
点
を
で
き
る
だ
け
明
瞭
に
報
告

す
る
よ
う
に
努
め
た
。
そ
の
結
果
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
、
こ
れ
は

部
会
の
参
加
者
に
判
断
し
て
い
た
だ
く
よ
り
仕
方
が
な
い
。
そ
の

参
加
者
た
ち
は
、
私
の
予
期
に
反
し
て
多
く
は
な
か
っ
た
。
報
告

時
に
壇
上
か
ら
見
る
と
、
階
段
状
の
ホ
ー
ル
に
は
空
席
が
目
立
っ

て
い
た
。
イ
ン
ド
洋
と
い
う
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
外
に
位
置
す

る
地
域
を
対
象
に
し
た
こ
の
部
会
の
参
加
上
況
に
は
、
上
に
触
れ

た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
「
国
際
」
意
識
が
あ
る
い
は
反
映
さ
れ
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
が
と
も
か
く
も
、
私
は
報
告
の
責
任
を
果

し
て
一
安
心
。
部
会
が
終
っ
た
あ
と
、
市
庁
舎
（
ラ
ー
ド
ハ
ウ
ス
）

地
下
の
食
堂
に
お
い
て
、
日
本
国
内
委
員
会
の
世
話
役
を
長
年
さ

れ
て
い
る
西
川
正
雄
氏
は
じ
め
何
人
か
の
方
々
に
労
を
ね
ぎ
ら
っ

て
い
た
だ
い
た
の
が
心
に
し
み
て
あ
り
か
た
か
っ
た
。

　
　
「
イ
ン
ド
洋
」
部
会
の
参
加
者
は
確
か
に
多
く
は
な
か
っ
た
が
、

午
前
中
の
ヴ
″
－
リ
ン
デ
ン
氏
や
ス
テ
ン
ス
ガ
ー
ド
氏
ら
の
共
通
課

題
報
告
が
多
く
の
問
題
領
域
を
カ
ヴ
。
１
し
て
お
り
、
部
会
と
し

て
は
比
較
的
よ
く
ま
と
ま
り
の
あ
っ
た
も
の
で
な
か
っ
た
か
と
思

う
。
こ
れ
も
、
二
月
の
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
に
お
け
る
セ
ミ
ナ
ー
に
部

会
参
加
者
の
多
く
が
出
席
し
て
お
り
、
そ
れ
が
一
種
の
予
備
セ
ミ

－81



ナ
ー
的
な
役
割
を
果
し
て
い
た
結
果
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

　
二
七
日
は
、
大
阪
空
港
出
発
以
来
ホ
テ
ル
も
一
緒
に
な
っ
た
前

甲
南
大
学
学
長
の
杉
原
四
郎
氏
と
そ
の
令
息
で
関
西
大
学
助
教
授

の
杉
原
達
氏
と
が
南
の
大
学
町
テ
ュ
ー
ビ
ン
グ
ン
ヘ
行
か
れ
る
と

い
う
の
で
、
妻
と
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
往
き
は
バ
ス
で
一

時
間
余
、
森
や
野
を
抜
け
て
い
く
沿
道
が
素
晴
し
く
、
ナ
ナ
カ
マ

ド
の
実
が
鮮
か
な
朱
に
色
づ
い
て
い
た
。
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学

に
つ
づ
い
て
古
い
こ
の
町
の
大
学
は
か
つ
て
ヘ
ー
ゲ
ル
も
学
ん
だ

と
こ
ろ
。
ド
イ
ツ
語
の
上
手
な
達
氏
と
、
町
で
会
っ
た
親
切
な
女

子
学
生
の
お
か
げ
て
、
大
学
図
書
館
の
書
庫
に
も
案
内
さ
れ
、
数

々
の
稀
版
本
も
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
市
内
の
高
台
に
あ
る

旧
城
趾
や
、
ネ
。
カ
ー
河
畔
の
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
旧
邸
も
探
訪
で
き

た
。
帰
り
は
汽
車
。
こ
の
日
も
夕
刻
八
時
か
ら
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ

ル
ト
大
学
総
長
主
催
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
方
は

欠
席
し
た
。

　
二
八
日
は
午
前
中
の
円
卓
会
議
「
ヨ
ー
ロ
。
パ
近
代
思
想
に
お

け
る
ア
ジ
ア
像
」
に
出
席
。
こ
の
円
卓
会
議
の
組
織
者
は
小
谷
汪

之
氏
で
あ
っ
た
。
円
卓
会
議
と
い
う
に
は
会
場
が
あ
ま
り
に
も
大

き
す
ぎ
た
が
、
し
か
し
小
谷
氏
は
明
解
に
自
分
の
論
点
、
主
と
し

て
土
地
国
有
制
論
お
よ
び
村
落
共
同
体
論
と
結
び
つ
い
た
∃
ｊ
口

ッ
パ
人
の
ア
ジ
ア
像
と
そ
の
批
判
を
提
示
し
、
討
論
の
呼
び
水
役

を
果
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
か
参
加
者
数
の
割
に
は
議
論
が
活
発
で
、

発
言
に
時
間
制
限
が
加
え
ら
れ
た
程
で
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
。
パ
に

は
も
っ
と
別
の
ア
ジ
ア
像
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見

に
対
し
て
、
私
も
発
言
を
求
め
、
小
谷
氏
の
提
示
し
た
ア
ジ
ア
像

が
実
は
ヨ
ー
ロ
。
パ
を
中
心
に
し
た
近
代
世
界
の
形
成
期
に
作
ら

れ
、
根
強
く
残
っ
て
き
た
だ
け
に
、
こ
う
し
た
ア
ジ
ア
像
の
批
判

的
検
討
は
必
要
で
あ
る
と
い
っ
て
小
谷
氏
の
主
張
を
擁
護
し
た
。

で
は
逆
に
ア
ジ
ア
の
方
で
ど
の
よ
う
な
ヨ
ー
ロ
。
パ
像
が
展
開
し

た
の
か
と
い
う
議
論
も
出
て
、
再
び
発
言
す
る
羽
目
と
な
っ
た
が
、

ア
ジ
ア
諸
文
明
圏
の
人
々
の
先
進
意
識
、
毛
唐
観
を
思
い
つ
く
ま

ま
に
し
ゃ
べ
っ
た
に
と
ど
ま
り
、
こ
の
方
は
我
な
が
ら
説
得
的
と

は
い
え
な
か
っ
た
。
円
卓
会
議
が
終
っ
た
あ
と
、
出
席
者
の
一
人

で
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
に
お
い
て
哲
学
を
講
じ
て
い
る
と
い
う
ユ
ル

ゲ
ン
ー
ダ
イ
ニ
ン
ガ
ー
教
授
が
私
の
と
こ
ろ
に
や
っ
て
き
て
、
ア

ジ
ア
諸
文
明
圏
の
人
々
が
も
つ
先
進
意
識
と
い
う
が
、
例
え
ば
古

代
ギ
リ
シ
ア
に
あ
っ
た
よ
う
な
民
主
主
義
の
考
え
方
が
ア
ジ
ア
に

は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
と
質
問
さ
れ
た
の
に
は
困
っ
て
し
ま
っ

た
。
一
体
、
近
代
以
前
の
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、
民
主
主
義
の
考
え

方
は
ど
の
よ
う
に
育
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
大
き
な
課

題
で
あ
る
。

　
二
八
日
の
夜
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
ザ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
シ
ュ
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ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
交
響
楽
団
の
演
奏
会
に
出
た
。
Ｄ
・
Ｃ
・
ウ
ォ

ル
ム
指
揮
で
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
交
響
曲
第
五
番
「
運
命
」
は

じ
め
、
三
曲
が
演
奏
さ
れ
た
。
本
場
ド
イ
ツ
の
素
晴
し
い
音
楽
ホ

ー
ル
で
、
本
場
の
演
奏
を
聞
け
る
の
は
ま
こ
と
に
幸
運
で
あ
っ
た
。

　
二
九
日
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
へ
の
バ
ス
旅
行
。
途
中
ネ
。
力
－

川
を
船
で
約
一
時
間
下
っ
た
。
大
学
と
街
並
と
が
一
体
と
な
っ
た

街
中
を
巡
り
、
古
城
か
ら
対
岸
の
小
山
に
あ
る
「
哲
学
者
の
道
」

を
望
見
し
た
。
三
〇
日
も
バ
ス
旅
行
に
加
わ
り
、
今
度
は
ス
イ
ス

と
の
国
境
地
帯
に
あ
る
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
湖
（
ボ
ー
デ
ン
ゼ
ー
）
に

出
か
け
た
。
途
中
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
の
ハ
イ
リ
ン
グ
ン
ベ
ル
ク
城

を
見
学
し
た
り
し
て
、
湖
畔
の
町
メ
ー
ル
ス
ブ
ル
ク
で
昼
食
。
フ

ェ
リ
ー
で
対
岸
の
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
に
も
渡
っ
た
。
帰
路
は
車
窓
か

ら
、
シ
ュ
ワ
ー
ベ
ン
地
方
の
森
を
拓
い
て
縦
横
に
建
設
さ
れ
つ
つ

あ
る
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
に
眼
を
瞳
っ
た
。

　
三
｝
日
は
午
前
中
、
時
代
別
部
会
の
う
ち
近
代
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
と
ア
ジ
ア
の
絶
対
王
政
」
部
会
に
出
席
し
た
。
こ
の
部
会
は
イ

ン
ド
の
ヌ
ー
ル
ル
ー
ハ
サ
ン
氏
が
責
任
者
で
議
長
役
を
務
め
、
自

ら
も
「
イ
ン
ド
の
ム
ガ
ル
王
政
」
と
い
う
報
告
を
行
な
っ
た
。
日

本
か
ら
は
津
田
秀
夫
氏
が
「
日
本
封
建
制
解
体
の
特
質
」
と
題
し

た
報
告
を
行
な
っ
た
。
私
は
こ
の
部
会
で
ア
ジ
ア
や
ヨ
ー
ロ
。
パ

の
近
世
絶
対
王
権
、
独
裁
君
主
制
の
特
質
の
比
較
検
討
が
行
わ
れ

る
も
の
と
期
待
し
て
い
た
が
、
日
本
側
の
報
告
は
明
治
絶
対
政
権

の
形
成
に
力
点
を
お
い
て
お
り
、
時
代
認
識
が
報
告
者
間
で
全
く

ず
れ
て
い
て
深
い
議
論
と
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
至
極
残
念
に
思

え
た
。
ま
た
こ
の
日
の
午
後
は
、
同
じ
く
時
代
別
部
会
の
う
ち
現

代
の
「
一
九
四
五
年
以
降
の
政
党
・
世
論
・
国
防
問
題
」
部
会
に

出
席
し
た
。
こ
の
部
会
で
は
日
本
か
ら
佐
々
木
隆
爾
氏
が
「
日
本

に
お
け
る
高
度
経
済
成
長
政
策
の
起
源
と
ア
ジ
ア
諸
国
」
と
題
し

た
報
告
を
、
日
本
史
研
究
者
と
は
思
え
ぬ
達
者
な
英
語
で
発
表
さ

れ
た
。

　
最
終
日
の
九
月
一
日
は
午
前
中
に
閉
会
式
が
行
わ
れ
た
。
会
場

は
開
会
式
と
同
じ
り
Ｉ
ダ
ー
ハ
レ
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
ザ
ー
ル
。

出
席
者
は
開
会
式
の
と
き
ほ
ど
多
く
は
な
か
っ
た
。
次
回
は
五
年

後
に
ス
ペ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
中
国

が
ア
ジ
ア
か
ら
六
番
目
の
加
盟
国
と
し
て
国
際
歴
史
学
会
議
に
加

盟
し
た
こ
と
も
紹
介
さ
れ
た
。
こ
の
閉
会
式
で
も
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト

ガ
ル
ト
交
響
楽
団
の
演
奏
が
あ
り
、
ハ
イ
ド
ン
の
交
響
曲
第
四
五

番
「
別
れ
の
交
響
曲
」
が
静
か
に
奏
さ
れ
た
。

　
以
上
が
私
の
体
験
を
中
心
に
し
て
ま
と
め
て
み
た
国
際
歴
史
学

会
議
の
参
加
記
で
あ
る
。
「
イ
ン
ド
洋
」
以
外
の
部
会
で
な
さ
れ

た
報
告
や
そ
の
参
加
記
な
ど
は
、
上
に
記
し
た
『
歴
史
学
研
究
』

五
五
五
号
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
に
先
立
っ
て
同
誌
五

－83－



四
三
号
（
一
九
八
五
年
七
月
）
に
は
、
西
川
正
雄
氏
の
「
第
一
六

回
国
際
歴
史
学
会
議
（
一
九
八
五
年
八
月
）
に
つ
い
て
」
と
い
う

文
章
か
お
り
参
考
に
な
る
。
そ
の
他
に
私
か
目
に
し
た
参
加
記
と

し
て
は
、
「
マ
ッ
ク
ス
ー
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
歴
史
学
方
法
論
」
部
会

を
中
心
に
し
て
詳
し
く
ま
と
め
ら
れ
た
杉
原
達
氏
の
「
第
一
六
回

国
際
歴
史
学
会
議
に
出
席
し
て
」
　
（
関
西
大
学
『
経
済
論
集
』
三

五
巻
六
号
、
一
九
八
六
年
三
月
）
と
、
杉
原
四
郎
氏
の
「
シ
ュ
ツ

ッ
ト
ガ
ル
ト
の
向
日
葵
」
　
（
『
電
波
新
聞
』
一
九
八
五
年
一
〇
月

三
一
日
）
お
よ
び
「
国
際
歴
史
学
会
議
の
こ
と
ど
も
」
（
『
経
済
資

料
研
究
』
一
九
号
、
一
九
八
六
年
六
月
）
、
西
川
正
雄
氏
の
「
対
話
の

経
験
積
み
重
ね
よ
う
Ｉ
第
一
六
回
国
際
歴
史
学
会
議
か
ら
」

　
（
『
毎
日
新
聞
』
一
九
八
五
年
一
一
月
二
〇
日
夕
刊
）
が
あ
る
。

　
九
月
二
日
午
前
の
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
ー
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

間
の
空
路
で
は
、
「
マ
ッ
ク
ス
ー
ウ
ェ
ー
バ
ー
と
歴
史
学
方
法
論
」
部

会
で
報
告
さ
れ
た
斯
波
義
信
氏
と
偶
然
一
緒
に
な
り
、
運
よ
く
氏
の

便
と
妻
の
帰
国
便
と
が
同
じ
で
あ
っ
た
の
で
、
大
阪
ま
で
の
同
行
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
て
、
私
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
か
ら
別
便
で
ロ
ン
ド

ン
を
再
訪
し
た
。
そ
し
て
大
英
図
書
館
と
ロ
ン
ド
ン
大
学
東
洋
ア
フ

リ
カ
学
部
で
数
日
調
査
し
て
、
九
月
八
日
に
帰
国
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
（
四
）

　
以
上
、
イ
ン
ド
洋
に
関
す
る
二
つ
の
国
際
会
議
に
参
加
し
た
洋

子
を
あ
ら
ま
し
述
べ
た
。
国
際
歴
史
学
会
議
の
方
で
は
、
「
イ
ン

ド
洋
」
部
会
以
外
の
こ
と
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
い
た
。

　
二
つ
の
国
際
会
議
で
活
躍
し
て
い
た
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
エ
μ

大
学
の
ピ
ー
タ
ー
・
リ
ー
ヴ
ズ
氏
か
ら
、
帰
国
後
同
大
学
よ
り
刊

行
さ
れ
て
い
る
『
イ
ン
ド
洋
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
』
が
届
け
ら
れ
Å

よ
う
に
な
っ
た
。
同
誌
の
最
新
号
に
よ
る
と
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
工
科
大
に
国
際
イ
ン
ド
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
(
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
Ｉ
ａ
ｌ

Ｃ
ｅ
ｎ
ｔ
ｒ
ｅ
　
ｆ
ｏ
ｒ
　
Ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ａ
ｎ
０
ｃ
ｅ
ａ
ｎ
　
Ｒ
ｅ
ｓ
ｅ
ａ
ｒ
ｃ
ｈ
　
）
が
一
九
八
六
年
中
に

発
足
す
る
予
定
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
内
田
氏
の
私
信
に

よ
れ
ば
、
国
連
大
学
の
構
想
す
る
イ
ン
ド
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
の
方

は
必
ず
し
も
順
調
に
進
ん
で
い
る
と
は
い
え
な
い
よ
う
で
あ
る
が

右
の
国
際
セ
ン
タ
ー
の
発
足
が
国
連
大
学
の
構
想
に
弾
み
を
つ
け

る
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
今
後
は
、
イ
ン
ド
洋
に
関
ず

る
各
種
の
研
究
が
一
層
注
目
さ
れ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ

の
よ
う
な
研
究
の
方
向
に
と
っ
て
、
私
か
い
ず
れ
に
も
参
加
す
る

幸
運
に
恵
ま
れ
た
一
九
八
五
年
の
イ
ン
ド
洋
に
関
す
る
二
つ
の
国

際
会
議
は
、
大
き
な
意
義
と
役
割
を
も
っ
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
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